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住
友
重
機
及
び
そ
の
関
連
企
業
の
富
田
機
器
、
日
特
金
属
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
問
題
は
極
め
て
重
大
で
あ
る

の
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

三 

富
田
機
器
の
不
当
労
働
行
為
命
令
に
は
富
田
機
器
の
み
で
な
く
親
会
社
で
あ
る
住
友
重
機
へ
の
不
当
労
働
行

為
の
命
令
が
出
た
と
聞
い
て
い
る
。
い
か
な
る
根
拠
に
よ
つ
て
親
会
社
へ
の
追
及
が
行
わ
れ
た
か
明
ら
か
に
さ 

一 

昭
和
五
十
年
四
月
二
十
二
日
（
内
閣
衆
質
七
五
第
一
七
号
）
で
答
弁
書
の
送
付
が
あ
つ
た
標
記
の
各
社
に
お
け

る
労
使
の
紛
争
に
つ
い
て
そ
の
後
の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

昭
和
五
十
年
四
月
二
十
二
日
以
降
、
地
方
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
住
友
重
機
、
日
特
金
属
、
富
田
機
器
の

各
社
が
行
つ
た
不
法
、
不
当
行
為
す
な
わ
ち
不
当
労
働
行
為
排
除
の
命
令
が
出
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

救
済
内
容
と
命
令
の
要
旨
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
住
友
重
機
及
び
そ
の
関
連
企
業
の
富
田
機
器
、
日
特
金
属
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
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三 

 



 

四 

日
特
金
属
へ
の
不
当
労
働
行
為
命
令
に
よ
る
と
、
解
雇
の
取
消
し
と
原
職
復
帰
の
命
令
が
出
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
い
ま
だ
組
合
員
は
原
職
に
復
帰
し
て
い
な
い
。
労
働
組
合
法
第
二
十
七
条
第
五
項
は
そ
の
効
力
を
有
す

る
と
明
記
し
て
い
る
。
従
つ
て
日
特
金
属
の
行
為
は
不
法
、
不
当
の
行
為
と
思
う
。
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

五 

富
田
機
器
の
労
働
組
合
（
全
国
金
属
労
働
組
合
三
重
地
方
本
部
富
田
機
器
支
部
、
以
下
富
田
支
部
と
い
う
。
）

が
全
国
金
属
労
働
組
合
、
全
国
金
属
労
働
組
合
三
重
地
方
本
部
と
と
も
に
不
当
労
働
行
為
の
申
し
立
て
を
行
つ

た
と
こ
ろ
、
住
友
重
機
と
富
田
機
器
は
富
田
支
部
の
分
裂
攻
撃
に
加
え
て
、
富
田
の
主
生
産
で
あ
る
バ
イ
エ
ル

生
産
を
日
特
金
属
に
回
し
、
そ
の
結
果
日
特
金
属
で
は
、
現
在
で
も
パ
ー
ト
募
集
を
し
て
い
る
と
聞
く
。
一 

れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
命
令
の
中
で
、
富
田
機
器
、
日
特
金
属
の
関
係
に
も
触
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る 

 
 

が
、
そ
の
内
容
と
、
そ
の
後
の
住
友
重
機
、
日
特
金
属
、
富
田
機
器
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 
 

い
。 

四 

 



 

六 

こ
れ
ら
三
社
は
さ
ら
に
防
衛
庁
を
始
め
と
し
て
、
政
府
関
係
の
発
注
等
を
か
な
り
受
け
て
い
る
が
、
労
働
委

員
会
、
裁
判
所
、
労
働
基
準
監
督
局
な
ど
か
ら
数
知
れ
な
い
不
法
、
不
当
行
為
に
つ
い
て
命
令
、
決
定
、
勧
告

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
企
業
に
つ
い
て
当
然
政
府
関
係
の
発
注
、
取
引
き
を
停
止
し
反
省
を
求
め

る
の
が
当
然
と
思
う
が
、
労
働
省
、
防
衛
庁
、
通
産
省
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

住
友
重
機
関
係
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
衆
・
参
両
院
で
数
回
に
わ
た
つ
て
追
及
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
都

度
、
政
府
は
そ
の
解
決
に
努
力
す
る
と
い
つ
て
い
る
が
、
い
か
な
る
対
策
を
行
つ
て
き
た
か
。
関
係
労
働
組
合

の
話
に
よ
れ
ば
労
働
省
か
ら
何
ら
解
決
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
具
体
的
に
そ
の
努
力 

方
、
富
田
機
器
は
操
業
度
が
二
割
、
三
割
と
落
ち
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
委
員
会
へ
の
申
し
立
て
に
対
す

る
報
復
行
為
、
し
か
も
パ
ー
ト
募
集
を
し
な
が
ら
解
雇
取
消
し
の
命
令
が
出
て
い
る
組
合
員
の
原
職
復
帰
を
さ

せ
な
い
と
い
う
住
友
重
機
、
日
特
金
属
、
富
田
機
器
の
各
社
の
行
為
は
社
会
的
に
も
追
及
さ
れ
る
べ
き
と
思 

 

う
。
労
働
省
、
通
産
省
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

経
過
を
示
さ
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
解
決
に
つ
い
て
労
働
省
当
局
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


